
砧ー叫砂いテ｛忍天ベー…必ぶ叫心炉

$ u}大浮数肴if秤 凶頃、覗複

席． Rさ四必¢知一，と可 3。 R ") ~恥c/でん
まにつ＼）て 知）で了のルヘf辺よ R,Imeえもす。
R tnJはp吟ー以心｝クグー一必 も知す。ミの

麟ては AR丘）こよ（よ） ［n］ A‘．，ィぼ、の圧一人c豆

及CR につ＼）て衣）たっような R-~砂ん叶（こっし）て訊
べ‘3。使宜ニミのよ〉な A さp巫必必炉ゃ叫必グら
五仇～心必 ℃りうこヒにす 3。次のえっの定珪力、土母

在紅果てち 3。

足逗し凡が知な一叶今J必／也て＂弓の

ぬ炉如玖‘4 西必ら(A) がた一吟戸如叩(f・2・伝
必） A-匹凸汀｝。す~ t. _QR(.A) ll-. p沖必
A-叫辺ふて、あ入 又お 3 克桑れにつりて石吃c~
/4今 R区］オ‘‘｀府在して

ALm] ～ =R  s/A enR(_A))cA Rt.1"コ
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で守たす。 ミミて‘ ② A RL｀フ， 1 ..t.託り~c.~て＇必かぺ寸れ

たものて、多元A はク)-c.. A立茫←で表わす。

幻い． Rはる”、4 cf～… て`‘ RキQ汎心、4-

和払パ~.す 3 ℃呼叶令一4 吟必しー～他一

本ふ砂＼心 A が存在（てン々で守たす。

(l) ACIJ竺 R[33

しえ） 4 笞応l-J .. 

足坦 1を]£ajiするためり桂題t （て

由題 1. R が必→—^^- -2ノ冗允力‘‘Xの伍吟一4

逃 4 汀 3。 ム衣が4 k-d――、 AA‘.、

A ［た―I] 竺 R［7[一＇］屈 1 ふっ 4/7[A 坐 C的ね）cn]

をみたせば‘ A Cn] ~ RCL11J て＇あ｝。

一搬lミ幻つい圧 A 及仏、 Bが以竺t-c.... 

て＂あ 3℃¥よあ 3 '?n _;{j‘為在（て AcnJ竺 Bl勺がなりたっこ

てて｀、あ 3 。中しに拮｀~1 は R が必匹心ム芯ル，呑

3'c.で 呼叫今一んい吟必ゃ A‘｀ムな炉4dーヘて＂

ぁ')1'd-!> (iヽ、 以吟~'-C....な Rcl-iJ て`ち 3こしをネ（
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て＼） 3。 Aヵ‘｀勾巧叫今…ー ℃りぅ仮定を＇ュて‘セは‘‘次の

刷（こ斎、すように柿題 1 Ii~りた乃なり．

創 1. A=  R［ふ冗九戸ふ・一・ ・・ J[Y]/C7[Y==O) 

℃おく。す 3 こ A[rl] 笞 RL后 '][X1 ?U') Al冗A幻（外R)['f.-]

ミミて` ‘ X,;'(11. ~必位かんn4ム を孜もす。 A lょぷ在ァ必、

必ーて＂在＼）か 3 必衿一占↓しな R欧J t..な 3ミ

"'t. 1"1-73._,)。

疇 1Ii定屯 1を註岨寸 3たあの k7西であ 3。さて

定程 1の采℃して

各、 1. A (1定程1~ものこず｝。 R力‘、デ…ふよ合？

在 3/本- A lj応ら如℃な炉1

年心心 lこよ'J Rガ｀芍心ム心左 3/1‘I2cnJ..t.

のjg、 F守 c芯知必 I本止吟f匹、 す左わちこの

応に仇呼ば とt久 n外人I)況し）か又 R(n)→唸必& 0)亙

知(1伍 Iミな3。中んに定遅 1.ty 豆R凶）2)A R ['111] 

は必的f四茫1ー～叫．いえ
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豆R(A)RAR ［以J〶 RC`] 'Y'笙 R[~1 mtr 

対へ十偽大な 3を必 rlこ？りてたりたつ。 ここ T R［心ヤ

は～4 rの伍 Rtヽ）ー～必を攻ゎす。ゆえ（こ

ぅれ心） （ふ凶） RA灼JR R心） 営 S,1,..炉^ 3（R(n1心十Y')

てミて｀左迎 （ま

s/へRcmJ（立西）Rん応勺R廷J R c.-. + v-J 竺 Acm+rコ

大2 文 1本 炉 1t?¥-t Y J -== R c""'1-")¥ャ rJ であ 1か 3 紅局

A［ヘタ）~ Rtへ十n-trJ 名 R口［～TY] で介q3。 これ（J.. A t. 

砂ヵ必吟--`c.... lt糾□‘な）。ミう（て合 1が
ヽ定辺1と＇）せ｝ 3ミとか才、寸れ 3。 この弘睛でわ,'1J¥1よ5 に

一恕に定で屯1.I こ~- ¥)て Q塁）ガ戌凸か旦な3(1̀ •A (# 
ヽ

必与~(_/なが＂］な 3 こ汀も4\ 3。足理みよリ

RがQで名ま左 1ナれば' R ~‘"必匹在心ふ芯ん2

(4、心＿ Y、^必）て、｀あ）て~ 1,~ Iっ A1;1 f~因（ん7

-fと 3‘しばんヽざうなし）。中えに R拉 た 3‘(_3 -4̀、lんヽ 3
＼｀吟 IJ'(_¥)ぅ該をば、｀ゞ＜ミしか（＇でなり。

肉迎1. R.:> <U taみ 5/在ヽ、 各 1 ‘̂ふ （（以吟＇ノ 'C.. 9) 3カぃ
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ばふ‘くミ・℃かでぎ 3功＼ ？ 

肉迎 Lは Aヵ‘‘五四e心ーよんり℃弓(1..肯定的であ 3。

よ）ー緞恥 Iこ

合、z.. Rかーー4 ふよ心;(4ぐ、 P、、c.CR）＝伝（四））

てII A か払｛圧叫ゃ今～必応呵砂～ー四一＇五

て＂あれば＇ A竺 RL']'

衷2..Iーがヽ ＼）て ri R鵡しな 3会竹 It季賃約でな I) 。忍の定

蒻 11.._J辺ァ瓜ば‘k~~＇（てJ:.. 3。

尋 3. （ふ立今正（＜←ムウ叫も） Rが必叫心ヰ←

必｝て― RっQとす 3̀  A I←沼らP.-d~~ て‘1

一←4 心，入か～心ヒす3ヒA辱 C'.2.J.
袖荘 1を｛名り 3℃ミのを現ょ）玖つ全でう 5。

-4_3、ふら(-I<ーア戸なの定魂4ヽ3 （（丑心／／l:I) う

各付をは、ぶくこヒが1.｀ぎ 3。
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この合、3をIf)1) 3 L 向匙1.1-;. ~叫必炉 I 心 A ォ•

必かナ匹ぶよんな 3とで渚虔恥て＇‘ろる。 内迎1.に 1丸tて

はミれ以外在J:.€ゎ)J°\/て 9) なり。

史瑶1.'t..企程 3を1利） 3 ℃次の定複口碍 5れ：。

足鯉4 k辺必 R二Iか）だっ瓜tす 3。 AIま払オ

P如叶今一、召っ五一心一止←4 ら(I).）竺 A'2..

℃す 3。す3℃ A竺 Rm.

以下定珪1反が｀定現ぇの証叫の CじUら も述べ` 3。くわ（

くは

T、 AA.~、 P~J.f必区ルゲイ吟必1叫…ん吟匂伝←

屈デ 1 fP'-t,丑-<M.k.

を稔翌してくださり。

1 、 Lやっふ~.

ミの叩c..芯では R はふJ~/戸，R は知1や→

かっ知ーゲ心一C ℃す：。仕交、の R―必、 ~A につ I) 1.. 

A^ は元忍奴炉上応で表わす。す在わも

A^  ＝ふ A/か A ＝ぶ必cらん
O ←h 
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であ 3。＇℃くに Aか匹口‘ー、 左うは‘’

Â = A (CX1)/(X—71:) = A [C 7C 1] 

であ 3 ミt. ¥'Z... t之芝 Lて六く。こミて｀心cx1] はfーー々一心ク

ふが＆ ～が始位 x t哀わ（て＼） 3b 中え Â d)4浅っ元

f （本i=ぶo)-tj")冗ヤ•-+ ¢し）が＋・・（炉c-A ) ℃表わすこ℃、

A～て‘芍も。

1、1、Pr叩已迄． R Ln] ̂  c !2..[n1 ^  ［亡］ ． 

Pャ l、I I本 C~ccJ..ち…ゃ Rc"'1＾→ l心Cり^ o.DRRCで］

弁‘-C...,芯、で‘あ 3こ℃を牙、して I) 5、 P守＇． Iの年．＼ （て

l̀ 2，ら墨7. 応 M]= 1之c~Jへ／ 1之(1'\J (7[-1]' 

℃こちで Rtn)^=  Ren) mt1） て｀あ 1/j¥ 3 希I:..りへ→；ょ

うに Vチ€灼＾はよ＝ fCO)+ 『')か十．．．（J宣砂） t. 

哀わせ 3。 XこT R(h) = Rば l)-2 :xヵJ ℃え（ブは‘`

応'¥IIĴ = R（ズぃ・ノつい］に1J C R.［（ヘ・ーノネ 1][t冗11

＝に（C冗 7)((ズり‘ンズ、］］

か配然｛こプより在フ A¥jよ（ょ R[l T<.. ll二応‘工の戸氏砂⑳

℃笈i,て f=も-::x'/'ンネ）こえゎで 3b lミ（心＾ ［冗ー1) っ司も
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叩~\ヽえゎす。 V?¥ CA)て環 AJ::.の介浚充知垢』ヂ年

を衷わず。

V。れ：：：：炉,C R Cり＾げ＇］）

研n=-V"C RC.”̂) 

V2-.'l'J = V " C R c.り［冗―'])

と奇く。 9 =-(</,)ゾ佑） ／ 併＝（孔・ーノ凡） e v。れにつりて
ゾC(_や｛） ．．）伶） € l之en)^[7[一＇］ （し叫•， 91) がら必如fふ尋な 3

しざ ク℃斗の社で

叫＝ （佑（<f,)っ伶）ノ｀． ．）伝（笠・・ク鉛））

て‘'勾する。℃くに炉サ＝（四..,)名1) な 3 サオ‘"底在戸

こきげを心炉k-…叫 ℃ ¥)、) ~-I ＝中、 4ヽ＜．

f一＇をんが一℃りう。 炉 e v,”文（1-午€尉幻

ば` 叶 （庄っわlミ凶叫叫でち 3ここ lこむを表す 3。

クE: (Cfり..ノ俗） €仏n. I:.tt (てJらo&↓のク＆~ J（怜）は

J ('f)::::.(0た／2スc)cょで叫又 ざれ了。免ゃe 凶?t.. I.:. 

舛 evp1 な 5ば` Jぽ） ＝訴）r謬）か‘｀な＇］たつ。こ：て ‘

知'f-) I本Y' Iこょ 3 J7匂へのな必ばなぷc...在一~ ℃す 3。‘(.

くにクカ‘・ 心メ一心具な）は‘‘JC'f圧） ＝ J⑲）勺（た）

か 左`りたつ。か 3殿） （水竺ムよふし虹炉

Gい（足tり＾l応']) の元て‘ J(t.p)ーにかり＇）て‘‘巧 5。

仕乞o 作：：： ｛り・フyり及広f豆り'J伝） e俗れ
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につ＼）て た—をG- 7["14¥ R. CH] I¥ な 3 とき

y三牛じ氾忍{7c'l'I¥) ＼かく。 てて

炉れJ= R ［文，たジ 1ベノ因・つも］ ＝ R CコIサ］ L よく。

文：：：（⑰・ンズヘ） ノ ~ = (妬.).ノ和） e l/2 n (R[2”) でら 3、

ヤe砂へを心メtる→叫どす｝ ℃、キ

乞 E lJと11.C R［勺＾ ［花―I][~])

で

ェ。
い（化移） （O 詞）ー,)

て｀‘必←しす 3。 てミでエ la t?t X ?1 /4企紅ぅ…＃砂

て｀｀＃之の紺I1- t'J,,...叫の戸°みめで受知 lてり 3` 
R ('>1 Jへげ：一(J['1-] = R[X了［ば1][7[ー1][#J

＝ R ［知・ン？n]（（m]（だ］ （りu．ノむ］

C 応匹・,)ゴ＂ Iブ、ウ吼コ［［た 11［亡］

= Rし2.'11JA [7[一（］

であ 3カ＼s ~1b ％かれ力‘｀なりた:::::, 0 次 li足租 1の註哨の

k~ ←んであ 3 。 L斗らしへ℃りわれ了。

I、3. 丸ャーと．

グ―leuれ池すふ
して 兄→ €屹 21 かっ

9 eじんは必メ今辺 T‘

す 3と 災 e 区2n c L'二 I，，，え）が店丘

炉＝竹径でウたす＂
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え、以応んがy-c.~辺砂—

この心cじかで lょ R (よ＾以ダに～名c4d--

7[は R'>..-;,..外ーよぶ伝1 の元て｀ 冗．キ 0 た 34の℃可了。
（ 

A f-j:クふ?1-r.d_ R -dO?vtやれで

（1)  A ［后']坐足[1t](7[-I J 

(2.) A／冗A全 (RI立）（n1

をったすtの℃仮定す 3。 Rtn] = R('::(19̀.Jむ］ ＝ R L幻 ℃古ヽ

）ヽで R 区コ／7[.RCl1コ：：：： R/7CR.口：：：：： は沙）［エ7 とす 3。

げ： A→ダたA ＝（紅）（幻こ C--C.4 かが⇔芦入と

す3℃ よLeA 力‘‘ 屯在（ての伍） ＝X(. (L=-I.)..ノ?1) 4‘-,4、

りたつ。

父 I. P叩ーに． R［f19 •2 か］己足［吋

p守• 2、Iより Rtfl)・_,,)ん］ ＝砂＝ R ［幻と古し）て

A = R (~]十たA4\? Ren3 n万A-== 7l. RいJ ℃仮定（てより。

2 、 2 、 Py~比、 A^ ＝炉”＾.

p呼’.2、2{i
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~A／た＝~ Rt"~／か炉J
〇←ヤ 〇←~

すなわち c.~cJ.. な戸づec芯

炉 ”7／かか”→沿／厄”

戎心捻のへにつ 1) て国哩左｝ミ℃でオ、し1.¥) J. 

2.-3、 P守必応、・ Aは Al¥の一んょ；・

(2)の条件より A ［でJ= Rげp．．ノ包1c『'] とゑわせて

R t'I,,-忍）と R[nJ． とくに免 eA と仮足 Lてよ l1。 P呻． 2、2

底ぶ‘2-3心 3 気 e RびJ＾て＂あ 3。す左わさ り二（四・ノ伶）こ

ボ‘<..こ ヤ€ V,n ev。れ 4‘.、なリだつ。で 3Iこ勾・:.,':;(11 {ti 

Aの元ゅえ u,.}.ン九"e R [ Pぃ・2 伶］ t冗―'] 4’｀在，）だっかJ

佗 eRn］［応＇］がぷ在（て 佐（凡・ノ危）＝文℃て＂き 3。す

ろわ:$ <? (d-竺メtー一嘉 て‘・ ャ—＇二“=-（Y.-,)-ぷ） e vと九

て｀•あ 3 。 R Iア， 9フy?t¥J=-R ［り］ tぁ｀く。

2.佑 Prャーら． 仔e折れ力‘在在（て ダ'ev2..n ふが`

A = R「m^n R［り］し冗ー1] でおたす。

r..て•‘示し千、ように 八C Rい＾ n R[P］（炉］左｝こ℃ばす
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ぐわ＾‘3。 Pvャ汀は Aがちょう℃‘Rh1^ ハ R｛ V] (7[一‘]

なヽ‘ヽしさ汀、して I)3。 ゅえ A tすlが‘• 3吋ヽわリに砂 2、¢

をゥ在す R[.hJ^ (¥R [P J （炉］さ訊べ‘れば｀よ＼）。

Bを4tその Sー令砂し，，五びぃぶ） e v1(_B) とす 3。

f!)・ザでて、ジ也ん在でれた B のり S-—ら一生ま

S手-::::S£ + ・ ・-+ Sf., で表わす。 'c..<に Bj-lょ B，，七c(ぞょ

であ3。 RC江Jをムよ t と l司キ凩（こ RかJ::::. R O(I ?] ノ

文＝（ズり・クプ、）ノサニ（ク， I｀)ツn) と才ヽ ＜．

2、S.P守～ら、． M = Ren]̂ 弓 n Rt'f]応］手謎）ー1

M = R（町＾笞ハ R四］［7[―']}詞）

℃衣ヽくt. Mッん (2A-つべqLム、て‘‘MeA／宮 A2れ さちたす。

Prア・ 2.r の知叫の～らをのへ‘:。 Rm]= Rば（沈芝Jノ

-i-=-(つ 9，．ノむ） ℃古く。 す 3と

て＂

N笙 RE”＾又ハ R［刃［冗一＇］ ←灰f"J 

疇 N 竺 R [nJ ̂  (り1 さ） n R［仔］［で1（ク， 2） ( Jげ）―＇ ° ) ・・・（l<)
0 3`（や）

がな I) たつ｀ しミちて‘‘

（デニ］＝亜ぷf孔も€ Gい（四＾））
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を2.e CLつn(R口［応IJ) (武わせ 3。 y-lev2” に屹志

すれば‘ 5P -,甲2..e GL'2.1 (RL炉Jぼ']) e. Gら（R＂つ（応］）

ゅえ

気＝ ヤ・竺_,出€ CLぃ(R L伊］ （か1)

A., プ~')たつ。 中元［こぼ） （太

R[”̂cッ)2) n R ［ダ］匡＇］ （也 2)西気
在 1^cッ)2)否In R.［四［T-ヽ］ ［仕， 2）否，

(Rh1^n R m ［た］）（豆）免

空 A2.1'1. 

℃ fよ？て P勺0、2、rが示でれ 3。

Aノ＝ 配”̂ (41^ R ['f][冗一']［ ↑詞J-1] 'c.劣ヽく。

R四J[7[-1]［四J砂］＝ R （四 [ll ー＇］［~ {l#Jか）］ C RC Cf,ノ名）冗―l]

であ 3 か~ A/（ま

Rcn1^  ［'<I-] fl幻幻lll-1][':JJ =A［'#-]竺Aロ
の A-心“茫t て｀あ 3。 ＼ミて‘、 A[#Jの 移＝ （クしり~)

マ‘‘デ必されで如伍（

訊こ nA/ = Mし℃玄、くと

デ砂J. A-弓ゲら

A[1]芽さ訊．℃あべ。

ぷ/J..t M-:.) L.::.0-7{.,Z.，．ー によ 5

A/= Ac叫(f)M1..R....

であ~. "(_くに（叱｛キ釦l° 1. 5—の日に堵 l し）。
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さうに次べヘなりたっ。

2̀ 6、P守一←ふA(MJ宝歩ぅ (M).

汲の P叩ー比は甚本白§マ‘ち 3。

2、7、 P咋ーに、． 弘でレ。”っえて` ＇ 伍＝杓況，

伝€ 1/:.."力‘？究＇e佐 な 3汽が布在13--+a"')とす 3。

す1と

炉へ）へ［亡＇］ハ知杓(7[-'J~ Rtl1J 

が1~ りたつ。

和 6月1吋筍単てあ 3.. 

2、ア、 P守～比． Aノ呈 Rt2.nJ 

p咋．2-gの在哨の胚叫tのべ 3。

A1= Rtx]『た7]['-:)]/"¥R［ねばち幻（グ）ー／］

- R[2／ツ］rml^ R t兄'IJ叱J-I］（花プ］

て＂あ 3か 3

A/=RmnJ？ハ尺［ダ／］［冗ーI] A'.,r.J-.-りたつ。
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心 L:..臼←0,.,...'t.. p守•2.'l ~（弔 I) て Al~ p_いn1 べ`―
汀、でわ 3。かえ 1:.. fr7・2、6 とナわせて

2、?、 Pr…一←．多…ACM)答 R炉り

ー 殷 lz.. $-~炉ら 8 が必ら五戸炉芯L て白あ 3 c..（よ
門ふ已eB-~c-l...1.,_ L I.I‘席在 l て 3戸 6CL)~s 岱｀1
伝んのポ｀在りたっミ℃であ 5。すなわ方 Pr中` 2` 夕よ
り A は必ゥ分戸中 c芯てあ 3 。℃ころて•, p呼• 2.s—っ M
は立R(A)に(6¥翌丁ぁ 3。 ゆえ M©Ort.. lA)~A '2.. 1
かな＇）だつ。中ん

多??¥A(M  cl>.[).追））生がベ
ゃえ A 令 S戸｀A CM) 竺 R［江l て＂うc...い、さ今た Lすれ（i＂

s/ll-¥,4CMfE>.0.がA-))竺多"'°'.£1CM)釦今」（且叫））
にリ次の乞．2.守ガ｀て‘`3。

2互←以つ• A[2m匁ジれA （知I-J.））釘砂].

3、 p,<l,¥,U心吟一4今砂心～叫応r
ミの必c詞て` ＇は A (1 如太だ匁必f力西心必た一巫足4

-189 -



℃可 3。

3.'・ p叩年応． 旦 R(A)丸̀..j̀ g. A→忍よ左）‘は＂

／Vナ鉛．

kを Rのぺ-(¥＾必cよとす：。

3 、 2 、 P守e,,;z;.~. 心砂が叫乃戸和認な3

ぼ Aも磁ゥら戸戸盆．

33、 P守必ら． だの仕菱の～五～（た 4企 Lま

lこう＼）て AR砂対立記ゲ倉fづぃ払ユズ 3は‘ A 千

叫n-f叩c訟~-

叫ょ砂 3、3 か5 Rは物めJ'j¥5ぷらァ4d炉ー

℃ lてにり。しこ 3て`、 Ptャ． 3、Iむり 年 (A)ffiM ~ A -m.. 

在 3A-佗辺凶 M ガ＇ぁ 3致れにつ l)て存在す 3。 ヤこて＂

8 :::.3/~A CM) ℃衣｀くと B I1 f屈←今→←ょ

R四加らて｀ 〇 R（8)空[3れがな）たつ。 ゅぇ雨オ麟＼

5 旦止A)g_がし仮定［て人―¥)<Jとこて定況Ln託叫｝ l1 

R r;絋』山ー～ーみ、凡によ 3ぶ必c芦ーです；。
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ま奇‘R1-;1. k~ 釦一℃仮知｀で 3 。 Rの戸ロ

で K℃古く℃ AR K 笞 ken] 。中え冗€ R ガ｀布在（て

A ［正］竺 Rt,,.,1［でJ 'c.系わせ30 7[_ 4‘•• Rの妬辺な3は‘‘

A [7[ー(]=A宅 RC't¥] で`J:l)'Oゅも冗 la'7<-o元巧辺℃ c`.. l 

てよ＼）。 X／R の必 I~ Rより小で I) ~ヽ 3 ぷ必c芯

｀塁） A/7LA ば妬R[n] に必もー→戸必c__
乎しあ 3 れが存在（てが～1/凡4（""7 G:砂Rro?1-t?t1コ

中人 Arn) さ A℃布ぞ内‘してはじめんヽj A [1[一＇］竺的囁＇］．

かフ A/7[_A笙砂：Rm) と仮定してJ...ー＼）。汀ミで‘ら-2-q 

丸｀｀逸再て•そて A が砂 Iこ必伶一～r公文を得 3 。

4、らやかー4 吟氾人か企心ーや．

定現ぇの凧／が筍在イが］もあけ‘3。

創｀ Rさん巧炉』←＾… で RギQとす 3。 、...：て‘‘

尺の必知a砕伝らがか．p九 3てぞは 花を R6")砂点て‘•五 l)

和家砂、 Rの心ac乙も‘cが炉←左 5(1‘ あ 3

素奴 P 分‘席在（て Pe Rは Rっア匹→匹ク虹砂必ず芍在

苅しか 5了れを冗℃古く。
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Xこて‘‘

八＝ Rexふ zJ/c戸Z-type-+ X + a/eX 応．—•+qfe.X rP) 

℃志く。 ミミて`‘ R区‘(.121笞 R[3J。 凶 eノ rlエ正 o芍苓§

て" pef yp かっ r叶pe な1をの℃す 3。 acは Rのえて｀とく

に知さ／¢まな l)生忍た r-J必ーーがエ令ぷ在す 3

と仮定す 3~す 3 こ A (1定坦2か条件をみだす。

..t:の /~1 の A l二つ＼）て A籾7-1 を示すミし（まややあん℃‘.>r・ 

あ 3。 ミれを示すためには P が必、心— T な 3 ときの

応ノY]::.R[L] の応叫ーバーァ勺°の桟追を調べ‘なItれ

ばな；な）。以下 Rを d、ひ` r ノ ke炉心甚必f泌｛ノ必を

心心f這しとす~. c; R..て` R応］の応ゃ正ャ←ァ

を哀ゎす.. GR'ょ応X1Y] の R-仇 o如呵ふ一のな才如立”

e ERこかくと芦のが分→て‘ち 5。 恥の仕走っ
元仔 lょ V2(R ex/Y]) のえ℃ゥ 3ミしかてき 3I) tミて＇‘

G ; = { (f/ g) I恥 0)=2 (O/ 0) = 0) 

D+ = {(Xノ7[o(Y)lメe逆ノd.~ 0 J 

℃おく富 ミミで 冗R.'ま R の~&it)(A'-\~,t'. c~ J_, t、あ 1。こりと

き

午、 I、Prァーら． ぱハ戸＝ GR°V D十 かな）たつe
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ミミて｀q;V Otは G；及仏‘‘D-tて｀ヂ心伍在すれた芦ゥ

足ァても 3。

牛、 2、P守年に． ク＝ Cf1 2) e c淡とす 3。す 3℃ 

吟Sexノ0)l吟9（し）叉（ま必11'（凶 0)l今f⑰0)が左）
たつつ

ミりえっの伍pを（司＼）て A津RC2J を誌り『す 3。なお、

it‘叩釈紅ノキいがい豆 Iこっリてノ 可漢環該‘ンンオ、0 、;...-"ウ L¥茸註

集／ （？臼生／／局衿謬 令考堕（てくださ＼）．
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